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創

立

一
一
十

五
周
年

を

祝

う

 盛
大

に

記
念
パ

ー

テ

ィ
ー

を

開
催

華

や
か

に
、

に

ぎ

や

か

に
、
和

や

か

に
。11

本

記
者

ク

ラ

ブ

の
創

・v

一ー
f
周

猛
1
「記
外
Ψ
パ
ー
一丁
イ

が

」「

一
月

一
口
生「
仙像

六

時

か
ら
行

わ
れ

ま

し

た
。

鳳

凧
41荊
」

ど

っ
た
.巨
大

な
氷

柱

を

飾

っ
た

-「
階

ホ

ー

ル
を

メ

ー

ン

に
、

同

階

の

ア

ラ

ス

カ

、

兀
階

ラ
ウ

ン

ジ
を

使

り
た
会

場

に

は

会

員

な

ど
約

五
、百

.丘

卜

八

が

集

ま

り
、

あ
ち

こ
ち

に

談

笑

の
渦

が
で
き

ま

し

た
、

来

賓

に
は
米
沢

隆

民

社
党

委
員

長

、

久

保

亘
社
会

党
せ
H
記

長

、

山
花

貞
夫
前

委

員

長
、
小

渕
宙
心
三

自

民
党

副

総
裁

、

渡

辺

笑

智

雄

元

副

総

裁

ら

政

党

関

係

者

、

占
永

祐
介
検

事

総

長
、

芦

田
甚
之

助

連

合
会

長
、
+
口
国

一
郎
プ

ロ
野
球

コ

東

京

那

r「
代

田

区

内

潜

闘

一
.
ノ

.
一
ノ

一

1ー

乍

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

ビ

ル

葱

川

べ

杜

団

法

入

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

.電

話

、..
百
.蹴

.....ー

.
一七

一
.

 
 代

一

ミ

ッ
シ

ョ
ナ

ー

な

ど

各

界
代
表

、

チ

ジ

コ.
フ

・
ロ
シ
ア

、

デ

・
.i

ク

マ
ン

・
ド

イ

ツ
.

リ

フ

シ

ソ
ツ

・
ポ

ー
ラ

ン
ド

、

タ

ラ
ウ

ィ

。
エ
ジ

フ
ト

、
孔
魯

明
韓

国

ら

駐

H
各

国

大

使

な

ビ

大
使

館

関

係

者

が

姿
を
兄

せ

ま

し

た

亡

ク

ラ
ブ
側

か

ら

は

酒

片
第

….
一代

理
事

.長

ら
歴
,代

理
事

、長

、

帝

国

ホ

テ

ル
時

代

の
役

員
も

瀕
、を

そ

ろ

え
、
皆

し

か

っ
た

経

足
当
庁

の
田
山
い
出

話

に
療

が
咲

き

、

あ

り
と

い
う

問

に

.r
定

の
、
一晦

間

が
過

ぎ

去

り
ま

し

た

Rい

帰

り
際

に
.記
念

事

業

の

一
環

と

し

て

発

行
さ

れ
た

「、と

っ
て

お
き

の
話

(=
.ご

が

出
席
会

員

全

員

に

配
ら

れ
た

ほ

か
、

外

国
大

、
公

使

な

ど

に

は
.
マ
「
.五

周

年

を

迎

え
て

の
松

下

理
.事

長

の
英

文

メ

ッ

セ

ー

ジ
と
、

で

き

あ

が

っ
た
ぱ

か

り

の

英

文

の
ク

ラ
ブ

紹

介

パ

ン
フ
レ

ッ
ト

が

ヂ

渡
さ

れ
ま

し

た

。

「と

っ
て
お

き

」

は

改

題

し

て

か

ら

の

「淋

い
た
話

池
日
か
な

か

っ
た

話

」

を

ふ
く

め
、

八

九

年

-几
月

か
ら

九

四
年

.八
月
琴

分

ま

で
丘

卜
乱
本

を

収
録

、

そ

れ

に
新

春

随

想

丘
本

が
含
ま

れ

て

い
ま

す
。

出

席

さ

れ
な

か

っ
た
会

員

に

は
郵

送

い
た

し

ま

し

た
、

英
文

バ

ン

フ
は

ク
ラ
ブ

の
現
状

な

ど

を

簡
潔

に
説

明
、

カ
ラ
ー

写
貞

を

ふ

ん

だ

ん

に

使

っ
た

,
.レ

へ
ー

ジ

の

小

冊

r

。
国

.公
賓

な

ビ

が
ク
ラ

ブ

を
訪

れ

る

際

の
資

料

と

し

て
使

う
.r
定

で
す

、

ま

た

、

日

本

L又

の
バ

ン
フ
も

近

く
納

入

さ

れ

る

.r
定

で
す

,

卜

月

の

ク

ラ

ブ
行
事

は

暇

田

章

.
郎

経

団

連

会

.長

、

芦

田
甚
之

助

連
合

会

長

ヒ

新

た

に

就

任

さ

れ

た

人

〃、
を

中

心

に
、

八

入

の

ゲ

ス
ト
を
迎

え

ま

し

た

。

好

「評

だ

り
た

の
は

「
デ
リ

バ

テ

ィ
ブ

」

「
価

格

破

壊

」

「
巨
大
地
.震

」

「
在

日

外

国
特

派

員

か

ら

兄
た

H
米

関

係

」

ヒ

四

つ
の
研

究

会

.

そ
れ
ぞ

れ

.

短

時

間

で
は

解

き

が

た

い
問
.題
を

講

師

が
わ

か

り
や

す

く

説

明

し

て
く
れ

、

少

し

理
解

で
き

た

気

に

な

り

ま
し
た

、

卜

月

の
持

ち

回

り
理
事

会

で
几

.乱
年

度

も

日

本

記

者

ク

ラ
ブ
賞

を

例

年
∴
坦
り

実
、施

す

る

こ

と

が
決

ま

り
ま

し

た

。

推

薦

締

め

切

リ

は

一
月
...レ

 
日
..
詳

細

は
十

六

.べ
ー

ジ
を

お
読

み
く

だ

さ

い
..

(専

務

理
事

F目
木

』果
脳捧
)

(1)
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創 立25周 年 記 念 パ ー テ ィー

卜

.
月

一
日

へ
火

)

午

後

六

時

か

ら

の
記

今
心
パ

ー

テ

で

ー

に

は

、

招
窪
廿
風白
を

へ肖

め

.面

百

.丘

レ

人

が

集

ま

り

ま

し

た

、

酒

ル

新

一
.
、

若

松

信

重

、

新

片

明

、

中

江

利

忠

、

収

ヒ

健

也

、

鮫

島

敬

治

さ

ん

ら

の

歴

代

理

事

長

や

、

ク

ラ

ブ

賞
〔一受

…買

哲

乃

方

々

も

出

席

諏,
、
れ

ま

し

た

隔.

政

財

官

界

や

各

国

大

使

館

か

ら

の

招

結

客

の

応

対

に

は

.

杉

田

総

務

委

口艮

長

、

加

藤

会

員

資

格

委

員

長

、

斎

藤

企

、画

委

員

長

は

じ

め

各

委

員

会

の
委

員

の

皆

さ

ん

や

.

へ
.台
只
諸

氏

が

あ

た
「
り
れ

、

に

ぎ

や

か

な

ム
ム
に

な

り

ま

」

た
,

ア

ラ

ス

ヵ

ゐ

コ

ソ
ク

薯
.㌔
ん

や

板

団剛
さ

ん

達
}が

描裕
出

'、」
作

”
た
特

別

料

醐埋

ー
っ
、

レ
ロ

富

カ

ク

テ

牛

・…
大

好

評

で

し

た

、
望

党

が

多

い

の

で

ビ

う

だ

ろ

う

か

レ
一
心

配

し

て

い

た

“
ぜ

ん

ざ

い

厚

も

U
「
々

に

{.胤
売

、

メ

デ

タ

シ

、

メ

テ

タ

シ

で

し

た

、,
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政 局 を め く.....て しば ジ、.(1,1夙r込 ん で.い レ

た;1.田 「II1衆 院rl～乾鼓 ヒ 松 ド..}.1之埋.1{長

▼ 米沢 隆 民 礼 党.委 員 」乏ヒ鈴 イ婦 りく1:中1り .「泉城

啓 ・郎1イ ρ ゐ 両 壬セ員

▲.ニセ場 中 央 に 据 え ら 杜 た1'llさ2.5ズ

ー トPレ ∫Dkぬ 彫 刻 .番1[み ・`㌧て に ほ

、…い2時 間 か か 一.ノ」

〈 テ.で 一..?マ ン.独 新 左 使 〔[い[/.ll、 ク レ ノ.、..ム.躍参

'卜官1:櫛
、.辱 ノ、、;:箔.:クラ.～.会 三ミカ ヒ'」.シ ・町・一

幽 トf』.ノ 巽.'.1聞≒.`1.:派こ芝1:.',...[

レ

ヒ

デ

が

ト

レ
ー

ド

マ
ー

ク

カ
、

オ

ル

ミ

・
h
フ

ア

ニ

ュ
ー

ギ

.一
ア
ト
へ
使

く

中

.江

利

忠

・
新

聞

協

へ
.・(会

最

(
ク

ラ

ブ

L

代

目

理

事

長

.一
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樗
【村

茄
…
ロ
.ン
ア
人

使

(
甲
・央

)
レ
曽・田
雌
.
兀
カ

ン
潔

ジ

ア

▼

派

遣

警

察

隊

長

〔左

一
は

イ

ン

ド

ネ

シ
ア

勤

務

以

恥

の

つ
き

あ

い
”
右

は

…鵬
松

頑

産

審

識

{1ー

レ

落

ち

つ

い
た

ム

ー

ド

の

ア

ラ

ス

ウ
側

会

場

ク

ラ

.フ

の

..馬
職

鼓

も

か

け

つ
け

、

な

つ

か

▼

し

い
令
胃
貝

レ
一久

々

の

.由
口へ
.ム

'1[i腿 博 久 ゴセ邑と資 辛各 委 員 まく ヒ5貧4くf叔 ノζ8レ
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刻

繭
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々

レ
一受

け
付

け
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づ

上

†

蹴

席

会
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▲ も ヒ 」わ.㌔ 才1!ご!叩 唾1ロノ)日 ヰこ童`父諸L卜昨1」!'・

を・弓 る 右叡 膠;吃1タ}∫セ星恥

料

理

は

三
十

五
種

類

レ

ス
ト

ラ

ン

・
ア

ラ

ス
カ

の
協

力

で
会

場

に
は

.二
卜

丘

種
類

の
料

理

が
並

べ
ら
れ

ま

し

た

、
四

目
前

か

ら

仕

込

み
を

は

じ
.め

た

も

の
も

あ

リ
、
当

H

は
山
-村

・ン
ェ
フ
以

ド

一.一十

八
余

リ

の

コ

ッ
ク

さ

ん

が

フ

ル
ロ凹

転

で
準
備

に
当

た

り

ま

し

た
。

ア
ラ

ス
カ

は

望
月

社

.長

の
陣

頭

指

揮

で
、
各

店

の

シ

ェ
フ
や
支

配
八

が
勢

揃

い
で
し
た
。
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書

い
た

議

…

書

か

な

か

っ
た

簸

米
国
で
み
た
昭
和
天
皇

石

丸

和

人

こ
の
六
月
、
天
阜

・
皇

后
両
陛
ド
が

訪
米

さ
れ
た
が
、
そ

の

ニ

ュ
ー

ス
は
私

に
往
時

を
懐

か
し
く
思

い
出

さ
せ
て
く

れ
た
。

六
〇
年
代
、

七
〇
年
代

の
二
度

に
わ
た

っ
て
の
ワ
シ

ン
ト

ン
支

局
勤
務

で
、

一
兀

六
〇

年

の
皇

太

子

ご
夫
妻

(
現
在

の
大
皇

・
皇
后
両

陛

下
)
の
こ

訪
米
、

ヒ

…
年
の
昭
和

天
皇

の
こ
訪
欧

の
途
次

、
ア
ラ
ス
カ
に
お
立
ち
寄
り
に

な

っ
て

の
当
時
の
ニ
ク

ソ

ン
米
大
統
領

と

の
ご
会
見
、
七
四
年

の

フ

ォ
ー
ド
米

大
統

領

の
訪
H
の
際

の
票

居
訪
問
、
翌

七
丑
年

の
昭
和
天
阜

の
こ
訪
米
と
、

い

く

つ
か

の
阜
室
外
交

の
メ
ー

ン

・
イ

ベ

ン
ト
を
報
道
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
か

ら
で
あ
る
、

ワ

シ

ン
ト

ン
に

無

数

の

日

の
丸

初

め

て

ワ
シ

ン
ト

ン
支

局

に
赴
任

し

て

間

も
な

く

の
、

六
〇

年

の
皇

太

子

ご

夫

妻

の
こ
訪
米

は

、

ご

日
程

の
半

分
、

ワ

シ

ン
ト

ン
か
ら

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
、

シ

カ

ゴ

、

シ

ア
ト

ル
を

経

て
、

ポ

ー
ト

ラ

ン
ド

で
離
米

さ

れ

る

ま

で
を

カ

バ
ー
し

た

。

戦

後
初

め
て

の
塁

族

、

な

か

で
も

皇

太

予

ご
夫

妻

の

ご
訪

米

と

あ

っ
て
、

ワ

シ

ン
ト

ン
市
内

に
飾

ら

れ

た
無

数

の

日

の
丸

の
旗

が

印

象

的

だ

っ
た
し

、

ワ

シ

ン
ト

ン

の
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
エ
ア
ポ

ー

ト

に
降

り
立

た
れ

た

ご
夫

妻

に
、

知

り

合

い
の
ア

メ
リ

カ

人

記

者

が
向

け

て

い

た

、

う

っ
と

り
と

し

た

目

に
、

ア
メ

リ

力

人

の

ロ
イ

ヤ

ル

・

フ

ァ
ミ
リ

ー
に

対
す

る
憧

れ
を

垣

間

見

た

田
心
い
だ

っ
た
.、
ま

た

シ

カ

ゴ
、

シ

ア

ト

ル
、

ポ

ー
ト

ラ

ン
ド

で

は
、

ご
夫
妻

を

迎

え

て

の
在

米

日
系

人

の
感

激
を

U

の
当

た

り

に
し

て
、

日
本

人

の
海
外
移
民
史

に
目
を
開
か
れ
た
も

の

だ

っ
た
。

た
だ
当
時

は
、
皇

太
子
ご
夫
妻

に
止

式

の
同
行
記
者

と
し

て
、
厚
用
機

に
同

乗

で
き
た

の
は
、
ど
う

い
う
理
・田
か
ら

か
通
信
社

の
記
者

と
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
け

で
、
そ

の
他

の
新

聞
や
テ
レ
ビ
の
取
材

陣

は
、
交

通
機

関

を

乗

リ
継

ぎ

な

が

ら
、
ご
夫

妻

に
、
あ

る
時

は
先

回

り

し
、
あ
る
時
は
追

い
か
け
る
な
ど
苦
労

が
多
く
、
時

に
は
宮
内
庁
や
大
使
館

に

対
す

る
愚
痴
も

出
た

り
し
た
。

こ
う

い

っ
た
皇
室

関
係

の
報
道

で
は
、
取
材

し

た

こ
と
を
大
体

み
な
書

い
て
き
た

つ
も

り
だ
が
、
覚
え

て

い
る
限
り
で
は
、
書

か
な

か

っ
た
こ
と
が

二

つ
あ
る
。

呈
室

は

歓

迎

し

て

い
る

か
?
・

そ

の

一
つ
は

、

ケ
ネ

デ

ィ
大

統

領

が

エ
ド

ウ

ィ

ン

・
ラ

イ

シ

ャ
ワ
ー
博

十

を

駐

日
大

使

に

任

命

し
た

こ
ろ

の

こ
と

だ

か
ら
、

六

.
年

四

月

ご
ろ
だ

と

田
心
う

。

ラ
イ

シ

ャ

ワ
ー
博

上
は
、

当
時

か

ら

目

木

で
は

非

常

に

よ

く
知

ら
れ

た
人

だ

っ

た

が
、

ア

メ

リ

カ

で
は
、

そ

れ

ほ

ど

知

ら

れ
て

い
な

か

っ
た
。

こ

の
こ

と

は

、

任
命

の
発

表

が

ホ

ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス

で
あ

っ
た
日

、

国

務

省

の
報

道

課

の
若

い
係

官

が

「
ラ

イ

ス
キ

ャ
ワ
ー

さ

ん

が

駐

H

大
使

に
任
命

さ

れ

た
ね
」

と
話

し

か

け

て
き

た

こ
と

に
も

表

わ
れ

て

い
る

と

思

う

が
、
国

務

省

は
、

ハ
ル
夫

入

が

日
本

人

で
あ

る

こ
と

に
神
経

を
使

っ
て

い
た

よ
う

で
あ

る

。

そ

の

こ
ろ
、

国

務

省

で

開
か

れ

た

レ

セ
プ

シ

ョ
ン
で
、

国

務

省

の
若

い
人

達

と

ラ
イ

シ

ャ
ワ
ー

大

使

に

つ
い
て
話

し

て

い
る
と
、

そ

の
中

の

一

人

が
、

別

の

場

所

に

い
た

地

位

の
高

い

と

思
わ

れ

る

年

か
さ

の
八

を

連

れ

て
き

て
、

私
を

別

室

に
案

内
し

た

。

そ

こ

で

聞

か
れ

た

の

は

、

ラ
イ

シ

ャ

ワ
ー

大

使

任
命

の
H
本

で

の
反

応

で
あ

っ
た

。
「
非

〔6)
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常

に

い

い
L

と
答

え

る

と

、

「
奥

さ
ん

が

日
本

八

の
点
は

」

と

聞

く

。

「
日
本

国

民

に

は
、

か
え

っ
て

歓

迎

さ

れ
る

の

で
は

な

い
か
」
と

い
う

と

、

「皇
室

で

は
ど

う

か

。

11
本

人

が

大

使

夫

八
と

い

・り
こ
ン
一ヰ
一快
ノ
、
田い
っ
て

お

・b
れ
な

い
こ

と

は

な

い
か
」

と
思

っ
て

も

い
な
か

っ

た

こ
と

を

質
問

し

て
く

る

。

「
そ
ん
な

こ
と

は

分

か

ら
な

い
が

、

と

も

か
く
、

H
本

国

民

は
大

歓

迎
し

て

い
る
」
と

切

り
抜

け

た

。

こ
の
話
、

支

局

長

の
大
森

実

氏

に
報

告

し
た

だ

け

で

記

賢

に
し

な

か

っ
た

が
、

そ

れ
で

よ

か

っ
た
と
思

っ

て

い
る
。

答

礼

の

と
き

の
出
来

事

い
ま

,
つ
は

、
昨
年

、

岩

波

新
書

の

占

川
裕

著

「
昭
和

大
白
賦
の
終

戦
史

」

の

「
あ

と

が
き
」

を
読

み

、

書

い
て
お
け

ば

よ

か

っ
た
と

田
山
っ
た

話

で

あ

る
。
そ

の
中

で

、

古
田

一
橋
大

学

助

教
授

は
、

次

の
よ

う

に
誹

い
て

い
る

。

少

し
長

い

が
、

間

違

え

て
は

い
け

な

い

の
で
そ

の

ま

ま

引

用
さ

せ
て

い
た

だ
く

。

「、
一
几

七

一
年

九

月

二

卜

七

日
、

ア

ラ

ス
カ

経

山

で

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
訪

問

の
旅

に

出

発

し
た
天
皇

は

、

ア

ン
カ

レ
ジ

の

エ

ル

メ

ン
ド

ル
フ
空

軍

基

地

で

ニ
ク

ソ

ン
大

統

領

の
韻

迎

え

を

う

け
、

そ

の
場

で

歓

迎

式
典

が
行

わ

れ

た

。

式
典

は
順

調

に
す

す

み
、

日
米

の
友

好

を
強

調
し

た

ニ
ク

ソ

ン
大
統

領

の
歓

迎

の
あ

い
さ

つ

の
後

で
、

天
皇

が

答

礼

の
、.日
葉

を
述

べ

る
段

と
な

っ
た

が

、

そ

の
時
、

小
さ

な

「
¥,
f

」
が
起

こ

っ
た

。

講
堂

の
聴

衆

が

注

視
す

る
な

か

、

天
皇

が
答

礼

の

..昌
葉

を

述

べ
よ
う

と

し

て

さ

か
ん

に
口

を

動

か
し

て

い
る

の

に
、

い

っ
こ
う

に

天

堅

の
声

が
き

こ

え

て

こ
な

い
の
で
あ

る

。

ほ
ん

の
数

秒

の
出

来

事

で
あ

っ
た

と

思

う

が
、
気

ま
ず

い
沈

黙

が
あ
た

り

を

支

配
し
た
よ

う

に
感

じ

ら

れ
た
。

た

ま

た
ま

そ

の
時

、

家

で

ニ

ュ
ー

ス

番

組

を

み
て

い
た

私

は

、

何

か

い
た
た

ま

れ

な

い
よ
う

な

、

気

恥

ず

か
し

い
よ

う

な

気

持
ち

に
押

さ

れ

て
、

テ

レ
ビ

の

ス
イ

ッ
チ
を
す

ぐ

に

切

っ
た

こ
と
を

、

今

で

も

よ

く

覚

え

て

い
る

。
ち

な

み

に
、

最
近
、

公
門

さ

れ

た

入
江
相

政
侍

従

長

の
日
記
を

み

る

と

、

…
九

ヒ
○
年

の

六

u月
.頃

か

ら
、

心

労

な

ど

が

原

因

で

、

「
お
口
を

バ

ク

く

遊
ば
す

」

天

皇

の
癖

が
始

ま

っ
た

こ
と

が

わ

か

る

し
、
右

の
歓

迎

式

典

山71
日

の
入

江

の

日

記

に
も

、

「
お

上

バ
ク

/
＼

は

じ

ま

り

の
こ
と
」

と

記

さ

れ

て

い
る
.

正
直

に

い
え

ば

、

こ

の
時

の
友

皇

の

イ

メ

ー
ジ
が

わ

た

し

に

と

っ
て

の

天
阜

の
原

イ

メ

ー

ジ

で

あ

る
..
…
…

匹

(引

用
終

わ

り
)

一
一
ク
ソ

ン
大

統

領

が

肩

に
手
を

そ

の
時

、

私

は

、

吉

…川
助
教
↑授

が

テ

レ
ビ

で
み
た

エ

ル

メ

ン
ド

ル

フ
空

軍

基

地

の

ハ
ン
ガ

ー
内

の
歓

迎
式

典

場

で
、

沼

和

天
皇
か

ら

κ

メ
ー

ト

ル
と

離

れ

て

い
な

い
と

こ
ろ

に

立

っ
て

い
た

。

ニ
ク

ソ

ン
大

統

領

の

歓

迎

㌘

、員
葉

に

続

い

て
、

私

の
目

に
映

っ
た

の
は
、

両

手

で

L
衣

の
あ
ち

こ

ち

を

手

探

り
す

る

天

阜

の
お
姿

で
あ

っ
た

。

天

皇

の
お
顔

に
動

揺

と

あ
せ

り

の
色

が

み

え
た
。

何

秒

か

た

っ
た
。

天
皇

は

、

依

然

、
手

探

り

を

お
止

め

に
な

ら

な

い
。

場

内

は

シ

ー

ン

と
静

ま

り
か

え

っ
て

い
る
。
す

る

と

傍

ら

の

ニ
ク

ソ

ン
大

統

領

が
微
笑

み
な

が

ら
、

天
皇

の
お

肩

を

や

さ
し
く

.
一度

、

三
度

た

た

い
た

,

「
ご
心
配
な

く

」

と

で
も

い

っ
て

い
る

か

の
よ

う

に

。

間

も

な
く

天
皇

は

、

内
ポ

ケ

ッ
ト

か

ら

一
枚

の
紙

を

取

り

出

さ

れ
、

答

礼

の
.「、口
葉

を

述

べ
ら

れ

始

め

た

。
場

内

に

は

ほ

っ
と

し

た
空

気

が

流

れ

た
。

話

は
、

以

上

で
あ

る
。

私

は

、

占

田

助
教

授

が

み
た

テ

レ
ビ

の
画

面
[を

み

て

い
な

い

の

で
、

吉

田
助

教

授

が
な

ぜ
、

あ

の
よ

う

な

印

象

を

持

っ
た

の

か

分

か

ら
な

い
し

、

私

の
受

け
た

印

象

と

ど
ち

ら

が
適

切

か
、

論
議
す

る

つ
も

り

も
な

い
.
た

だ

報

道

ヒ

い
う

も

の

は

難

し

く
、

そ

の
責

任

は
重

大

だ
な

あ

、

と
感

じ

る
だ

け

で

あ

る
。

い
し

ま

る

か
ず

と
会

員

広

島

県

出

身

六
宜

歳

痕

京

大
学
阜

一
几
五

=
.年
毎

日

新
聞

入
社

二

.一
ー

ヨ
ー
ク
特

派
員

外
信

部
副
部

長

ワ

シ
ン
ト

ン
支

局
長

論

説
委

員
な

ビ

を
務

め
る

八
一.皿年

山

形
新

聞
論

説
委

員
ハ

八
九

年

か
ら
姫
路

独
協

大
学

教
擾

魯

い
た

議

嚢

か

な

か

っ
た

詣

、

(7}
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ワー キ ン グ プ レ ス北万預工地震取材

北
海
道
東
方
沖
地
震

で
被
害
を
受

け
た
北
方
四
島
支
援

の
た

め
先
月
中

旬
、
国
後
、
色
丹
両
島
を
訪
れ
た
官

民
合
同

の
訪
問
団
に
同
行
し
、
被
災

地
を
直
接
取
材
す

る
機
会
を
得
た
。

災
害
後
、

口
本

か
ら
両
島

に
入
る

の

は
、
わ
れ
わ
れ
が
初
め

て
で
、
報
道

陣

は

ロ
シ
ア
側

に
八
八

に
制
限
さ
れ

た
。
外
務

省

の
霞
ク
ラ
ブ

で
話
し
合

い
が
持
た
れ
、
新
聞

∴
趨
信
社
で
は

産
経
か
ら
カ
メ
ラ
レ
一電
送

ス
タ

ッ
フ

各

一
人
、
毎

日
と
中
目
か
ら

.ペ
ン
各

一
人
が
選
ば
れ
、
代
表

取
材

方
式
を

取
る

こ
と
と
な

っ
た
。

テ

レ
ビ
は
N

H
K
か
ら
四
人

が
選
ば
れ
た
。

ま
ず
直
面
し
た
問
題

が
通

信
予
段

の
確
保
。
当
初

「携
帯
電

話
が
通
じ

る
ん
じ

ゃ
な

い
か
」

「
船
舶

電
話
な

ら
大
丈
夫
」
な
ど
楽
観
視
さ

れ
て

い

た
が
、
関
係
者

の
話
を
聞

い
て

い
く

う

ち

に
そ

れ

も

怪

し

く

な

り
、
結

局
、
イ

ン

マ
ル
サ

ッ
ト
を
使

っ
て
衛

星
通
信

で
ワ
ー
プ

ロ
送
稿

す
る

こ
と

に
な

っ
た
。
事
実
、
船
舶

電
話
は
国

後
島

に
近
づ
く

こ
ろ
に
は
使
え
な
く

な
り
、
後

に
演
じ
る
失
態

の

一
因
に

も
な

っ
た
。

 
行

は
ト
月
十
五
口
早
朝
、
台
風

の
余

波

で
荒

れ

る
海

へ
出

航

。

「.一百

瓦

ト

ト

ン
余

り

の
チ

ャ
ー

タ

ー
船

は

お
も

し

ろ

い
よ
う

に
援

れ

、

国
後

島

沖

に
着

く

ま

で
、

全
口只
が
狭

い

ベ

ッ

ド

の
上

で
過

ご
さ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。し

け

で

帰

13
が

 
日

遅

れ

、

三

H

聞

の
旅

と

な

る

の
だ

が

、

そ

の
間

、

陸

地

に
」

が

っ
た

の
は

わ

ず

か
九
時

間

。

揺

れ

る

船

の
L

で

五

卜

時

間

以

L

を

過

ご
し

、
乗

リ
物

に

弱

い
人

に

た

の
は
午
後
三
時
。
た

だ
で
さ
え
イ

ン

マ
ル
を
使
う
た
め
、
撒

航
f
定

一

時
間
前

の
午
後
五
峙
ま

で
に
送
稿
し

な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
支

援
団

の
動
き

を

フ
ォ

ロ
ー
し
、
か

つ
災

害

状
況
も

ル
ポ
す

る

の
は
、
時
間
的

に
か
な
り

厳
し

か

っ
た
。

ま

た
産
経
が
イ

ン
マ
ル
を

借
り
、

事
前

に

ワ
ー
プ

ロ
送
稿

の
テ

ス
ト
を

す

る
時

闇
が
な
か

っ
た

た

め
本
番
で

は
初

め
原
稿
が
送
れ
ず
、

ち

ょ

っ
と

揺
れ
る
船

上
に
五
十
時
間

浜

口

武

司

は
、

つ
ら

い
旅

と
な

っ
た

。

特

に

ペ

ン
の

二

人

は

そ

の
中

で
他

杜

に
渡
す

取
材

メ

モ
を

ま

と
め

な

け

れ

ば

な
ら

ず

、

散

々
な

目
に
遭

っ
た

。

国

後

島

占

釜

布
港

に

到

着

し

て
か

ら

は

、

ロ
シ

ア
人
気

質

(?

)

に
イ

ラ
イ

ラ
さ

せ

ら

れ
た
。

正

午

過

ぎ

に

錨

を

下

ろ

し

た

に
も

か

か

わ

ら

ず
、

税

関

や

入

国

審
査

(
日
本

側

は

こ
れ

を

単

な

る

事

務
手
続

き

と

呼

・.が
)

に

た

っ
ふ
り

時

間
を
取

り
、

土

陸

で
き

し
た

パ

ニ
ッ
ク
に
な

っ
た

。
混
成
軍

の
弱

点
を
露
呈
し
た
場
面

だ

っ
た
。

結

局
、

ロ
シ
ア
側
が
告
心
き

ょ
懇
親

の
席

を
設
け
た
た
め
、
出

航

は
大
幅

に
遅

れ

る
の
だ
が
、

こ
の

ロ
シ
ア
側

の
時

間
感
覚
は
盟

H
の
色

丹
島

で
も

十
分

に
発
揮
さ
れ
た
。
事

前

の
連
絡

で
午
前

六
時
か
ら
始
ま

る

は
ず

の
L

陸

予
続

き
は
、
国
境
警
備

隊

が
寝
坊

し

た

(
と
支
援
団
は
み
て

い
た
〕
た

め

 
時

間
遅
れ
。
さ
す

が
、
あ

の
大

統

領

あ

っ
て
、

こ

の

兵

士

た

ち

で
あ

る

。

こ
ち

ら
も

開
き

直

っ
て
構

え
、

こ

の

口
は

思

い
切

っ
て
支

援

団

の

マ

ー

ク

を

外

し
、
取

材

陣

だ

け

で
移

動

し

、

被

災

地

の
取

材

に
時

間

を
割

く

こ

と

に
し

た
。

そ

の
か

い
あ

っ
て

コ

ン
ビ

ナ

ー
ト

や
小

学

校

、
炊
き

出

し

テ

ン
ト
な

ど

を

取

材

し

、

一
.人

で

二

百

行

以
ヒ

を

出

稿

す

る

こ
と

が

で
き

た
。

慌

た

だ

し

く

撤

収

し
、
ホ

ッ
と

し

た

の
も

つ

か

の

問

、

.宇
定

稿

で

済

ま

せ

た
支
援

団

の

動

向
を

後

で
関

係

者

に
確

認
す

る
と

い
う
基
本

を
怠

っ
て

い
る

の
に

気

づ

い
た
。

訂
正
す

る

に
も

既

に
船

は
動

き
椙

し
、

通
信

予

段

は
な

く
、

お

手

上

げ

だ

っ
た
。

約

七
時

間
後

、
根

室

に
近

づ
き
船

.舶

電

話

が
通

じ
る
よ

う

に
な

っ
て

か

ら

訂

正
を

入
れ

た

が
、

各

社

の
目「
版

に
は

間

に
合

わ
ず

、

多

く

の
人

に
迷

惑

を

か
け

た
。

恥

ず

か

し

い
話

。

は
ま
ぐ
ち

た
け
し
氏

一
元
八
八
年
中
目
新

…剛
・人
社

・荒
川

前
橋
支
局
を
経
て

現
在

東
薪尽
本
社
社
会
部
警
視
庁
担
当

(8)
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十
五

H
問

に
渡
り
、
熱
戦

が
繰
り

広

げ
ら

れ
た
、

四
年
に

一
度

の
ア
ジ

ア

の
ス
ポ

ー

ツ
の
祭
典
、
広
島

ア
ジ

ア
大
会
。

華
や
か
な
選
手

ら

の
活
躍

の

一
方

で
、

ア
ジ
ア
各
国

か
ら
広
島

市
に
集

ま

っ
た
千
入
余
り

の
外
旧
人

ジ

わ、
ー
ナ
リ

ス
ト
ら
の
報

道
合
戦

が

繰
り
広

げ
ら

れ
た
。

金
メ
ダ

ル
競
争

の
駿
役

と

し
て
、

そ
れ
ぞ
れ

二
百
八
近

い
大
取
材

陣
を

送

り
込
ん

だ
中
国
と
韓
国
、
初

参
加

の
カ
ザ

フ
ス
タ

ン
な
ど
旧

ソ
連

の
中

央

ア
ジ
ア
諸

国
に
ア
ジ
ア

の
開
発
途

L
国
。

い
ず

れ
も
、
世
界

.
レ尚
い
ヒ

い
わ
れ

る
目
本
の
物
価

勺

.門
葉

の
違

い
な
ど

、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

に
悩

み

な
が
ら
も

、
取
材
戦
争
に
汗
を
流
し

た
。大

会

組
織
委
員
会
は
取
材
陸
 
の
た

め
に
、
広
島

市
中

心
部
の
産
業
会
館

を
プ

レ
ス
セ

ン
タ
ー
に
改
造
し

て
、

惇
用
ブ
ー

ス
に
加
え
国
際
電
話

や

フ

ァ
ク

ス
な
ど
を
準
備
。
さ
ら

に
、
ほ

と
ん
ど
が
市
内
か
ら
遠
く
離

れ
て

い

る
競
技
会
場

へ
の
ア
ク
セ

ス

の
た
め

に
、

バ
ス
を

チ

ャ
ー
タ
!
す

る
な
ど

の
便
宜
を
図

っ
た
、

し

か
し
、
大
会
公
用
語

の
英
語
は

と
も

か

く

、

ロ
シ
ア
語

や

山
-国

語
を

は

じ

め

と

す

る
、
さ
ま

ざ

ま

な

、.日語

が

飛

び

交

う

ア
ジ
ア

の
「記

者

ら

へ
の

対
応

は

困

難

。

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

の
大

四..r
生

ら

が
通

訳

に
当

た

っ
た

が

、

記

者

会

見

な

ど

で
微
妙

な

ニ

ュ
ア

ン
ス

を

伝

え

る

こ

と

が
で
き

ず

、

と

ま

ど

っ
た

外

国

八

記
者
も

多

か

っ
た

よ
う

だ

。新

生

キ

ル
ギ

ス
タ

ン
か

ら
来

た
キ

ル
ギ

ス
タ

ン
放
送

の
カ

ナ

イ

・
ア
ラ

一
方

で

「
フ

ァ
ク

ス

や
電

話

な

ど
本

国

と

の
通

信
は

便

利

で
、

送

信

費

用

も

.
日
約

四
十

ド

ル
と
相

対

的

に
安

か

っ
た

」

と

口
本

の

先
進

設

備

に
対

す

る

賛

美

も
忘

れ
な

か

っ
た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

中

国

マ

ス

コ
ミ

最

大

手

の
新

皓

礼

は

、

記

者

の
ほ

か

技

術

者

を

含

め

た

計

…..卜

人
余

り
を

派

遣

。

北
肛

か

ら

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

ー

-「
数

台

を
持

ち

込

ん

で
、

華

文

と
英

文

の
両

方

で

リ

ア

ル
タ
イ

ム

の
配
信

千

人
の
外

国
プ

レ
ス
が

カ
バ
ー

河

野

徹

マ
ノ

ブ
論

説

委
員

は

、

ノr
算

不

足

か

ら

一
人

で
広

島

人

り
し

、

自

ら

カ
メ

ラ
も

回

し

て

駆
け
ず

り
同

っ
た

が
、

「
ロ

シ

ア

語

し

か

で

き

な

い

た

め

に
、

自

国

人

以
外

の
取

材

に
は

四
苫

八
汁占
だ

っ
た

」
と

い
う

。

イ

ラ

ン
43

ス
ポ

ー

ツ
雑

誌

記

者

マ

ザ

り

・
モ

ル

テ
ザ
氏

は

「
各

競

技

会

場

が
遠

い
う

え
、

記
者

用

の

バ

ス
が

な

か

な

か

つ

か
ま

ら

な

く

て

困

っ

た
」
と

交

通

の

不
便

さ

を

こ

ぼ
す

が
、

を

し

た
ほ
か
、
カ

メ
ラ

マ
ン
が
白
前

で
写
真
を
処
理
し
て
、
金

メ
ダ

ル
を

独

占

し
た
中
国
選
手

の
人
活

躍
ぶ
り

を

毎

日
報
じ
た
、

総
責

任
者

の
張
万
象

∴
編
晶巣
局
次

長
は

、
中
国

の
ア
ジ
ア
大
会

へ
の
関

心
は

非
常

に
強
く
、
内
外

に
中
国
の

活
躍

を
報

じ
る
た
め
に
、

中
国
話
ヒ

英
語

の
両
方

で
原
稿

の
番

け

る
記
者

を
選

抜
し
た
」
と
、
新

嬉
・社

が
大
会

報
道

に
力
を
入
れ
た
こ
と
を

強
調
し

た

。ス
リ

ラ

ン
カ
か
ら

初

来

日

し
た

セ

イ

ロ
ン
新

聞
連
合

社

の
女

性

記
者

ロ

ウ

ェ
ル

・
ス

ロ
チ

ュ
ナ

さ

ん

は
、

競

技

の
成

績

な

ど

が
プ

リ

ン
ト

ア

ウ
ト

さ

れ

る

組

織
委

提

供

の

コ

ン
ビ

よ
ー

タ

ー

に

「
梗

利
だ

け

ど

習

熟

に
は
時

間

が
か

か
る

」
と

、

と

ま

ど

い
気

味

だ

っ
た

,

同

僚

二
人

と

と
も

に
広

島

人

り
し

た

が
、

f
算

.不
足

で
民

間

の
濤

涼

飲

料

水

会

社

か
ら

ス
ポ

ン
サ

ー
を

兄

つ

け

て

、

や

っ
と

訪

H

が

実

現

で

き

た
..

ス

ロ
チ

ュ
ナ
さ

ん

は

「
ホ

テ

ル

代

は

一
[

四
レ

ド

ル
し

か

出

せ
な

い

け

れ

ど

、

こ
れ
は

ス
リ

ラ

ン
カ

で

は

最
」藺
級

の

ホ
テ

ル
並

み

」

と

、

目
本

の
物

価

高

を

こ

ほ
す

.

そ

れ

で
も

、

「広

島

は
肚

界

で
初

め

て

の
破

爆

地

で
あ

り

、

.平
和

公
園

も

参

観

し

た
。

ア

ジ

ア
大

会

だ

け

で

な

く

、

核

兵

器

の
悲

惨

な

事

実

も

伝

え

ま

す

」

と
語

り
、

も

う

一
つ
の
ヒ

ロ
シ

マ
を

報

じ

る

こ
と

の
重

要

性

も

強

調

し

た

、

こ
う
の

と
お
る
氏

一
加
ヒ
几
年
共
同
通
信

入
社

北
京
特
派
員
を
務
め

托
四
年
八
”
か

ら
本
社
外
信
部
記
者

(9)
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ゲ

ス
ト

ル
ー
ム
で

の
揮

ご

う

は
、
「創

造

と
信

頼
」
。

ス
ペ
ー

ス

が
も
う
少
し
あ

れ

ば

”
変
革
”
も
加
え

た

い
と
述
べ
、
五

月

の
会

長
就
任
時

に
掲

げ
た
三

つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド

か
ら
な
る

ス

ロ
ー
ガ

ン
を

こ
こ
で

も
確

認

し
た
。

前

目
に
部
分
合
意

の
形
で
決
着
し
た
日

米
包

括
経
済
協
議

に

つ
い
て
、

「
二
国
間

交
渉

と

い
う
従
来

の
ス
タ
イ

ル
は
好
ま
し

く
な

い
。
米
政
府
に
は
制
裁

圧
力
を
背
景

と

せ
ず

、
ガ

ッ
ト

の
精
神

に
沿

っ
た
冷
静

な
対
応

を
望
み
た

い
」
と
述

べ
た
。

産
業

の
空
洞
化

へ
の
質
問

に
は
、

「
マ

ク

ロ
政

策
で
内
需
孟
導

型
経
済

へ
の
移
行

を

目
指

し
な
が
ら
、
同
時

に
付
加
価
値

の

高

い
も

の
を
ク
リ

エ
イ

ト
し

て

い
く
必
要

が
あ
る
」
と
。
気
概
を
持

っ
て
企
業
が
創

造

性
を
発
揮
す

べ
き
だ
と

強
調
し
た
。

河

村

幹

夫

三
菱

商

事

顧
問

八
〇
年
代
、
企
業

の
資
金

調
達
手
段
が

多
様

化
し
、
貸
し
出
し

に
よ
る
金
融
機
関

の
収
益

が
低
下
し

た
。

そ

こ
に
登
場
し
た

の
が
デ
リ
バ
テ

ィ
ブ
と
呼
ば
れ
る
金
融
派

生
商

品
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使

い
、
オ

プ

シ

ョ
ン
や

ス

ワ

ッ
プ

と

い

っ
た

手

法

で
、

リ
ス
ク
を
回

避

し
た

い
企
業
と
、
あ

え

て
リ
ス
ク
を
引

き
受

け
る
企
業
を
銀
行

が
と

り
も

つ
。
高

度
な
金

融
テ
ク
ノ

ロ
ジ

ー
を
駆
使
す
る
も

の
で
、

実
務
者
以
外
は

理
解
す
る
の
が
難

し

い
と
か
。

為
替

の
変
動

制
移

行
後
、
企
業

の
ニ
ー

ズ

に
応
え
、
急
激

に
取
引
量

が
膨
ら
ん
だ

が
、
経
済

へ
の
悪

影

響
を
指
摘
す
る
声
も

あ

る
。

「な
ん
ら

か

の
規
制
は
必
要
。

し

か
し
、

バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト

に
現
れ
な

い
た

め
、
個

別
の
取
引

を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

方

法
は
だ
れ
も
見

つ
け
ら
れ
な

い
」
と
。

lO.5(水}研 究会

「デ リバ テ ィブ 取引」

司会 藤 原作 弥委 員

出席76人

 

ジ
ャ

ッ
ク

・
デ
ィ
ウ

フ
F
A
O

(
国
連

食
糧
農
業
機
関
)
事

務
局
長

セ
ネ
ガ
ル
出
身
で
農
業
経
済
学
の
博
士

号
を
持
つ
デ
ィ
ウ
フ
氏

は
、
今
年

一
月
に

事
務
局
長
に
就
任
。
ゼ

ロ
シ
ー
リ
ン
グ
予

算

の
中
で
の
、
活
動
計
画
優
先
順
位
の
見

フ
り

ー
ド

マ

ン

博

士

の

ロ
頭

試

問

河
村

さ

ん

全

○

・
五

)

に
は

、

ブ

リ

ー

ド

マ
ン
博

士

が

推

薦

の
言

葉

を

寄

せ

た

著
書

「
ザ

・
シ

カ

ゴ

・
マ
ー

ケ

ッ
ト

」

が

あ

る
.

「
一
面

識

も

な

い
H
本

入

が

突

然

現

れ

て
、

ゲ

ラ

も

で

き

て

い
な

い
本

を

推

薦

し

て
く

れ

と

、言

っ
た

の

で
す

か

ら

、

博

10.7{金)品 己者会兇

irl会 臼木東洋 尊務

理 事

通 訳 村崎 恵 子

出席40入

 

直
し
や
組
織
改
革

に
取

リ
組
ん
で

い
る
。

「
五
十
六
億

の
世

界
入

口
の
う
ち
八
億

人
が
食
糧
が
自
由

に
手

に
入
ら
な

い
状

況

に
あ
る
。
二
〇
三

〇

年

に
は
九
〇
億

に
人

口
は
増
え
る
と
予

測

さ
れ
る
が
、
耕

作

地

が
拡
大
す
る

か
ど

う

か
は
疑
問
視
さ

れ

て

い
る
。
世
界
的

に

み

て
食

糧
を
ど
う

や

っ

て
増
産
す
る

か
が

大
き

な
問
題
に
な

っ
て

く

る
」
と
し

て
、

食
糧

安
保
を
最
優

先
課

題
と
し
て
対
応

し

て

い
く

こ
と
を
明

ら

か

に
し
た
。

野

口

智
雄

早

稲

田
大
学
教

授

新

シ
リ
ー
ズ
研

究

会

「価
格
破
壊
」

の

一
回
目
。
デ

ィ
ス

カ
ウ

ン
ト
シ

ョ
ッ
プ

な

ど
低
価
格
販
売

の
形
態

を
整
理
し
、
今

後

上
も

面
食

ら

っ
た

こ

と

で

し

ょ
う

。

口
頭

試

問

の
様

な

緊

張

し

た

や

り
と

り
を

す

る

う

ち

に
.

気

が

つ
く

と

一
時

間

が
経

っ
て

い
ま

し
た

。

外

に

出

た

と

き

は
汗

ぴ

っ
し

ょ
リ
。

そ

の

H

は

断

ら

れ

た

の

で
す

が

、

し

ば

ら
く

し

て

タ

イ

プ

に
打

た

れ

た

推

薦

の
菖
葉

が

送

ら

れ

て

き
ま

し

た

」
。

の
流
通
シ

ス
テ
ム

や
日
本
経
済

に
5
.
え
る

影
響

に
つ
い
て
解

.説
し
た
。

価
格
破
壊

の
背
景
と
し
て
、
景
気

と

の

強

い
連
動
性

を
指
摘

す
る
。

二

般

に
日

本
の
消
費
者

は
価

格
だ
け
で
商

品

や
小
売

店
を
評
価
す

る

わ
け

で
は
な

い
。
景
気

回

復
と
と
も

に

こ
の
傾
向
も
終
息
す

る
可
能

性
が
あ
る
の
だ

が
、
現
在

の
価
格
破

壊

現

象

の
中

で
、

消
費
中

心
の
景
気

回
復

の
流

れ
が
、
設
備

投
資

に
も
火
を

つ
け
る

こ
と

を
期
待
し
た

い
」

と
述
べ
る
。

ま
た
、

メ
ー
カ

ー

の
持

つ
価

格
支

配
力

の
低
下
に
関
連

し

て
、

「
価
格
破

壊

が
半

面
で
企
業

の
収
益
を
破
壊
し
、
雇

用
破
壊

か
ら
所
得
破

壊

を
招
く
お
そ
れ
も
あ

る
」

と

の
危
惧
も

示

し
た
。

lo.21(金)研 究 会

「価 格破壌」llj

司会 宇治敏彦 委 員
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ア

ハ

マ

ド

・
フ

ァ

ト

ヒ

・

ス

ル

ー

ル

エ

ジ

プ

ト

人

民

議

会

議

長

LL
捧
り衆

院

議

長

の

招

き

で

来

11

し

た

.

エ

ジ

プ

ト

の

経

済

改

革

の

現

状

や

二

国

間

協

力

の

進

展

を

紹

介

し

、

さ

ら

な

る

日

奉

か

ら

の

投

資

増

大

へ
期

待

を

表

明

し

た

.

議

長

は

、

列

国

議

員

連

盟

(
I

P

U

}

の

議

.長

も

務

め

て

い

る

。

I

P

U

改

革

に

関

連

し

、
「
国

連

総

会

に

か

け

る

氏

権

.

民

」

・に

義

、

開

発

に

か

ら

む

す

べ

て

の
議

題

を

、

I

P

U

で

雅

前

に

議

論

で

き

る

よ

う

に

し

た

い
L

と

、

ま

た

四

.八
年

に

国

連

は

「
入

権

宣

「.口
」

を

採

択

し

た

が

、

元

六

年

に

は

I

P

U

ヒ

し

て

「
民

・E
・E
義

宣

.、
口
」

を

発

表

し

た

い
と

の

意

向

を

,小
し

た

,

】q.21(金Iliピ 者 会 兄

rゴ1会 宝 利 尚 ・委 員

通,沢 矢 野 ㌣11塞恵 ゴ・
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石

橋

克

彦

・
建
設

省

建

築

研
究

所

国
際

地

震

工
学
部

応

用
地

震

学

室

長

関

東
地

域
周
辺
ド
の
プ

レ
ー
ト
構
臨39
に

起

因
す

る
大
地
震

の
仕
組

み
や
、

こ
の
地

域

で

の
過

去
の
地
震

デ
ー
タ
を
説

明
し
、

首
都

圏

で
直

ド
型
地
.震
が
起

こ
る

呼
能
性

も
あ

る

と
警
告
し
た
。

ID.26い ド,研F「 究 至セ
「l

l'く地 震 の メ カ ニ ズ

ム1

司 会 ⊥(ヒ尺 光男 委 員
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「
フ
で
リ
ヒ

ン
海
プ

レ
ー
ト

や
太

.平
洋

ア

レ
ー
ト
が
沈

み
込
ん
で
お

り
、
そ
の
境

界

や
内
部

に
ひ

ず
み
が
蓄
積
し
や
す

い
た

め

に
地
震

が
起

き
る
,

.r
想
さ
れ
る
シ
ナ

リ
オ
ヒ
し

て
、

約
し
ト
年
周
期

ガ.k
く
リ
返

す

小

川
原

地

震

が

今

匿

紀

末

に
起

き

(表

)
.

そ
れ
を

契
機

に
東

海
、
関
東

地

.震

が
発
生
、

こ
れ
が
引
き
金

と
な
り
v目
都

圏
直

ド

型
地
震

の
吋
能
性
も
」

と
.

関
東
大
地
.震

の
こ
ろ
レ
一は
比
較

に
な
ら

な

い
ー1
ど
高
度

に
肥
大
化

し
た
首
都
機

能

を
、
複
へ
口大
鹿

災
か

ら
守

る
た
め
に
も
、

東
京

へ
の

一
極

集
中
体
制

か
ら
脱
却
す
る

必
要

が
あ
る
と
述

べ
た
。

芦
田

甚
之
助

連
合
会
長lo.26〔'K){毛fミ{セ

1,]ニセ ハ',D茂 搭 委`記
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卜

月

六

日

、

一
.代

11

の
会

長

に

就

任

し

(
尾
肯

「
山

…圧
ム
ム
.長

時

代

片
…
ナ

シ

ョ
ナ

ル

セ

ン

タ

ー

レ
一
し

て

の

骨

格

が

で

き

あ

が

・,

た

.、

そ

れ

に

壁

を

塗

っ
た

り

カ

ー

ペ

ッ
ト

を

敷

い
た

り

す

る

の

か

私

の

什

喉

」

と

、

ま

ず

、

春

闘

、

雇

用

、

時

短

な

ビ

壷
-
.面

の

諜

題

に

つ

い
て

基

本

姿

勢

を

..小
し

た

。

そ

し

て

政

治

問

題

...

「
こ

れ

は

歯

切

れ

が

悪

ノ
＼
な

る

が

・:
」

と

.止

直

.

・目

社

さ

陣
τ
巳

と

社

ム
ム
轟兄
の

ρ”
方

,

卜
∴

.

月

に

結

成

さ

れ

る

新

・
新

党

の

動

き

な

ビ

、

へ
,
後

の

政

治

展

開

が

読

め

ず

決

断

し

=

!
、
、
.

と

。

西 相 模 湾 断 裂 で 起 き た 過 去

5回 の 大 地 震 〔発 生 月 は で1、

の 小 数 点 以 ドに換 算)

コ大 地 動 乱 の 時 代 .≧ 」;波覇

IIぎか ら

そ
し
て
、
久
保

社

会
党
書

記
長
益

唱

の

新
民
L
連
合
構
想

に

つ
い
て
は
、

「
遅
す

ぎ

た
。

一
方

に
大

政

党

の
白
民
、
他
方

に

民
社

も
入

っ
た
新

・

新

党
と

い
・̀1
は
ざ
間

で

、

一
体

ビ

こ

に

ウ

f

ン

グ

を

広

げ

る

の

か

」
。

ト

ム

・
リ

ー

ド

ワ

シ

ン

ト

ン

ポ

ス

ト

極

東

総

局

長

「
以

前

、

・H

分

の

記

嘱

が

宮

沢

首

相

に

気

に

人

ら

れ

て

な

い
と

聞

か

さ

れ

た

こ

と

か

あ

る

.

そ

れ

は

賞

賛

に

個

す

る

こ

レ
一
で

あ

っ
て

、

好

か

れ

る

方

が

困

る

」

コ
政

府

の
定

め

た

規

則

を

破

る

71
は

記

者

ヒ

し

て

す

ば

ら

し

い

こ

ヒ

」

ヒ

、

取

材

ヒ

の

エ

ヒ

ソ

ー

ド

を

交

え

て

.

ア

メ

リ

カ

ン

・
ジ

ャ

ー
-
ナ

リ

ズ

ム

の
意

気

を

.小
し

た

.

小

沢

一
郎

氏

へ

の

評

価

は

「
彼

は

、

川魁

の

政

治

家

と

違

っ
て

率

直

で

.

聞

か

れ

た

質

聞

に
き

ち

ん

ヒ

答

え

る

、

ち

ゃ

ん

と

」

た

答

え

を

く

れ

る

な

ら

、

そ

れ

が

サ

ー

ビ

ス

だ

ろ

・つ
ヒ

何

だ

ろ

・り
ヒ

関

係

な

い
」

。

い
ま

米

国

の

目

は

目

本

に

向

け

ら

れ

て

い
な
・
い
噛二
….一.口
・り
.

「
日

本

経

済

の

躍洛

ち

」込

み

レ
一政

治

の
停

滞

が

b
」
な

原

因

.

で

も

、

衆

年

は

終

戦

κ

卜

年

で

も

あ

リ

、

き

つ
と

対

“

陶

心

が

h尚
ま

る

の

で

は

」

ン
一。

【ロ.28(で ε}耐F'究 会

「外 国 牡lf・1暇員 力・ら 見
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バ ッ キ ン ガ ム 宮 殿

個 人 的 問題 は ノー コメ ン ト

黒 岩 徹

 

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム

宮

殿

の
広

報

態

勢

は

、

決

し

て
広

報

と

は

い
え

な

い
、

と

英

国

の
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

が
言

っ
た
。

確

か

に
彼
ち

の
言

い
分

を

聞

い
て
み

る

と

も

っ
と
も

で
あ

る

。

定

例

の
記
者

会

兄

は

一
切

な

い
。

エ

ーー

ザ

ベ

ス
女

王

が

、

外

国
訪
問

や

国

内

の
大

き

な
行

事

に

出
席

す

る
と

き

だ

け

、

記
者
会

見

が

行

わ

れ

る
。

場

所

は
、
外

国
訪

問

の

と
き

が
外
務

省

、

国

内

行
事

の
と

き

は

、

・王
に

セ

ン

ト

・
ジ

ェ
ー

ム
ズ
宮

殿

で
あ

る
。

セ

ン

ト

・
ジ

ェ
ー

ム
ズ
宮

殿

は

、

チ

ャ
ー

ル

ズ
皇

太
f

の

ロ

ン

ド

ン
で
の
住

居

で

、

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

の
は
す
向

か

い
に

あ

る
。

こ

の
宮

殿

で
記

者
会

見

が
行

わ

れ

て
も
、

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

で

は

開

か

れ
た

こ
と

が
な

い
。

だ
か

ら

王
室

取

材

と

い
え
ど

も

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

に

出

入
り
す

る
わ

け

に
は

い
か
な

い
の
だ

。

記
者

会
見

と

い

っ
て

も
直
接

引

用

は

禁

止

で
あ
る

。

つ

ま

り

ブ
レ

ス

・
ス
ポ

ー

ク

ス
マ

ン
の
名

を

翫

し
て
彼

が

こ
う

言

っ
た
と

い
う

わ

け

に

は

い
か
な

い
。

ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
内

容
は
、

女

.土

や

王

族

の
行
事

予
定

だ

け

で
あ
る

。

.土
族

の
行
事
参
加

の
理

・出
が

付
け
加

え

ら

れ

る

が
、
女

王

訪

問

の
本

当

の
目

的

は

な

に
か
、

王
族

の

.
人

が
な

ぜ
そ

の
行
事

に
参

加
す

る

の
か

、

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

が

聞

き

た

い

理

由

は

答

え

て

く

れ

な

い
。

発
表
文

を

超

え

る

よ

う
な

「
実

は

こ
れ

こ
れ

の

理
由

が
あ

る

が
、

ニ

ェ
ー

ス
に
は
し
な

い
で

ほ
し

い
」

と

い

っ
た

オ

フ
レ

コ
の
説

明

が
あ

る

わ
け

で

は
な

い
。
当

然

ジ

ャ
!

ナ

リ

ス
ト

は
、

別

の

筋

か

ら
話
を

聞

き

飢

そ
う

と
す

る
。

こ
う

し
た

た

ま

の
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ

の
機
会

以
外
、

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

が

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

当

局

者

と
接
触

し

よ

う

と
す

れ
ば
、

電

話

で
聞

く
以

外

に

な

い
。

も

ち

ろ

ん
質

問

に
対
し

て
返

っ
て

く

る
答

え

は

「
公

式

回
答

」

。

だ

か

ら

英
国

人

ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト
は

広

報

で
な

い
、

と

い
う

の
だ

。

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム

宮

殿

の
プ

レ

ス

・
ス

ポ

!
ク

ス

マ

ン
は

、

チ

ャ
ー

ル
ズ

・
ア

ン
サ

ン
氏

、

チ

ャ

ー

ル
ズ
阜

太

子

の

ス

ポ

ー
ク

ス

マ

ン
は

、

ア
ラ

ン

・
パ

ー

シ

バ

ル
氏
。

一
一人

レ
一貞
り
矛
解
和

な

削物
師
㎎
の
紳

L

で
あ

っ
て

も

、

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

の

質

問

に
対

し

て

は

「
タ

フ

(強

腰

)

」

と

の
評
判

で

あ

る

。

ア

ン
サ

ン

・
ス
ポ

ー
ク

ス

マ
ン
は

、

外

国
八

記

者

団

の
求

め

に
応

じ

て

一
年

に

一
度

、

日
本

入

も

加

盟
し

て

い
る

ロ

ン
ド

ン
外

入

記

者
協

会

に
き

て
、

ブ

リ

ー

フ
ィ

ン
グ

を

す

る

が
、
英

嗣国
…E
室
亡記

者

へ
の
ブ

リ

ー

フ

ィ

ン
グ
と

ほ
と

ん

ど

変

わ
ら
な

い
。

毎

年

こ

の
ブ

リ

ー

フ

ィ

ン
グ

に
は
出

席

し

て

い
る

が
、

「
字

に
な

る
話
」

は
出

た

こ

と

が
な

い
。

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

の
ア

ン
サ

ン

・

ス
ポ

ー

ク

ス

マ

ン

に
し

て
も

チ

ャ
ー

ル

ズ
皇
太

子

の

パ

ー

シ

バ

ル

・
ス
.ホ

ー

ク

ス

マ
ン
に

し

て
も

ブ

リ

ー

フ

ィ

ン
グ

の

際
、

一
つ

の
態

度

で
は
完

全

に

一
致

し

て

い
る
。

「
王

族

の
個

八

的

問

題

に
は

一
切
答

え

な

い
」

と

の
姿

勢

で
あ

る
。

と

こ
ろ

が
、

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

の
知

り

た

い

の
は

、

実

は

こ

の

「
個

人

的
な

こ

と
」
。
す

な

わ

ち

話
題

と
な

る

チ

ャ
ー

ル

ズ
皇

太

子

と

ダ

イ

ア
ナ
妃

、

ヨ
ー

ク
公

爵

(ア

ン
ド

リ

ュ
ー

王
子

}
夫

妻

を

め
ぐ

る

ス
キ

ャ

ン
ダ

ル
や

エ
ド

ワ
ー

ド

[
予

の
婚

約

な

ど

王

族

の
プ

ラ
イ

バ

シ
ー

で

あ

る
,

ス
キ

ャ
ン
ダ

ル
が
大

衆

紙

で
報

じ
ら

れ

た

と

き

の
バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

当

局

(プ

レ

ス
・
オ

フ
ィ

ス
)
の
反

応

は
、

た

い
て

い

「
ノ
ー

コ
メ

ン
ト
」

か
否
定

声

明

で
あ

る

。
最

近

ダ
イ

ア

ナ

妃
と
愛

人

関

係

に

あ

っ
た
と
す

る

近

衛

騎

兵

将

校

、

ヒ

ュ
ウ

ィ

ッ
テ
少
休

か

ら

の
聞

き

書

き

「恋

す

る
皇
.太

子
妃

』

が
発

刊

さ

れ

た

と

き

、

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿
当
局

は

「
そ

ん
な

下
品
な

ち

っ
ぽ
け

な

本

の

コ
メ

ン
ト

に
時
間
を

浪

費

す

る

つ
も

り

は

な

い
」

と
答

え

た

の

で
あ

る

。

だ

か

ら

ジ

ャ、
ー

ナ

リ

ス
ト

た

ち

は
、

日
ご

ろ

か
ら

バ

ッ
キ

ン
ガ

ム
宮

殿

に
働

く
人

た

ち

の
間

に
、

情
報

を

提

供

し

て

く

れ

る

「
筋

」

を

つ
く

っ
て

お

く

必
要

が
あ

る

の
だ

。

く
ろ
い
わ

と
お
る
氏

「
丸
六
四
年
毎
日
新
聞

入
杜

ロ
ン
ド
ン

ワ
シ
ン
ト

ン
特
派
”貝

外
信

部
副
部
長
を
鮮
て

.八
祉
年
か
ら
欧
州
総
局
長
兼

ロ
ン
ド
ン
支
局
長

(12)
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■

会

議

報

告

■

第

撚

回

企

画

委

員

会

(
節

・
6

宴
会
場

 

行

事

報

告

の
後

、

今

後

の

ク

ラ

プ

ゲ

ス

ト

に

つ

い

て

協

議

し

た

.

出

席

斎

藤

委

員

長

、
村

L

,
石

川

{弘

)
、

玉
利

、

r

野

、

秋

山

、

藤

原

、

小

呂
山

、

川

.戸
、

千

葉

、

宮

智

、

承

疋
、

長

沢

.

コ

ロ

ヴ

ニ

ン

の
各

委

員

」

第

嚇

回

会

報

委

員

会

(
川
二
.-

C
ホ
ー

ル
∀

卜

月

ロゲ
に

つ

い

て

鳩
い生
口
の

傍
い
、

ト

一
月

号

の

鞠

集

に

つ

い

て

協

議

し

た

、

出

席

深

川

委

員

長

、

松

片

、

村

ヒ

、

川

鳴

の

各

委

員

.

第

描

回

会

員

資

格

委

員

会
〔
ω

・
12

小
会
議
室

}

卜

.
月

一
日

付

の
会

”51
入

退

会

を

審

議

し

、

理

事

会

に

答

申

し

た

。

出

席

加

藤

委

員

長

、

小

栗

、

不

破

.

富

沢

、

菱

木

、

育

木

、

田

所

、

酒

井

の

各

委

員

。

u3)
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今 そ こにあ る危機

試写会

 

一
.時

間

,
一ト

.分

と

い
う

時

間

亭
」
亡
心
れ

さ

せ

る

痛

快

な

シ

ー

ン

の

連

続

で

.

と

に

か

!
、
.面

・目

い
.

友

人

.
{承
を
層惨

殺

さ

れ

た

の

を

き

っ
か

け

に

、

へ
口
衆

国
∵
へ
統

領

ヒ

南

米

麻

薬

、L

が

暗

闘

を

繰

り

広

げ

て

ゆ

く

。

・E

役

は

ク

ラ

ブ

試

写

会

で

お

馴

染

み

の

ハ
リ

ソ

ン

・
フ

ォ

ー

ド

、

C

I

A

副

.長

官

代

行

ジ

瀬、
ッ
ク

・
ラ

イ

ア

ン

役

で

登

場

す

る

。

大

統

領

黙

認

の

米

兵

ゲ

リ

ラ

が

軍

用

ヘ
リ

で

コ

ロ

ン

ビ

ア

に

密

入

国

し

、

密

林

の

麻

薬

[

場

を

次

々

に

爆

破

し

て

し

ま

う

.

怒

っ
た

麻

薬

E

は

、

裏

交

渉

の

た
め
お

び
き

寄
せ

た
F
B
I
.長
官

、
C

I
A
幹

部

の

一
行
を
襲
撃

す
る
.

こ
の

シ
ー

ン
は
圧
巻

だ
。

一
行

を
乗

せ
た

バ

ン
の
車
列
を

、
警

護
白

バ
イ
を
途
中

で
す
り
替
え
、

ヒ

ソ

ト

マ
ン
が
多
数
侍

ち
伏
せ
す

る
路

地

に

誘

い
込

む

こ
と
に
成
功
し

た
。

両
側

の

ビ

ル
屋
L

か
ら

ラ
イ

フ
ル
の
糺
射

ヒ

バ

ズ

ー
カ

の
狙

い
撃

ち
だ
か

ら
、

ひ
ヒ
た

ま
り
-も
な

い
,
そ

の
中
を
負
傷
者

歩
」抱

・え
て
逃
げ

の
び
る

.不

.死
身
ヨの
ラ
イ

ア

ン

の
執
念

を

カ
メ
ラ

は
兄
事

に
描
く

。

遺

体

の
帰

国

シ
ー

ン
に
流

れ

る
新
世

界
交
響

曲

「
家
路

」

の
メ

ロ
デ

、
.ー

は

重

い
足
ど
り

に

マ

ッ
チ
し
て
、
他

の
葬

送
曲

に
劣

ら

ぬ
効

果
を
盛

り
ヒ
げ

る
、

報
復

は
空

母
か

ら
単
機
出
動

し

た
艦

載
機

が
放

つ
セ

ル

ロ
ー
ズ
爆

弾
。
麻

薬

紐
織

の
親

分
衆

が
集
結
す
る
森

の

.
軒

家
が
、
庭

で
遊

ぷ
,r
供
も
ろ
ヒ
も

吹

っ

飛
び
、

弾

の
痕
跡

も
ヒ
ど
め
な

い
。

大
統

領
側

近

に
裏
切
ら
れ
た

ラ
イ

ア

ン
が
、

L
院

の
委

員
会
に
真
相

を
暴

露

す
る
た

め
出

頭
す

る
蘇
切
れ

に
は
敗

い

か
あ
る

、

(東
京

新
聞

松
永

太
)

会

員

の

著

書

三

恵
贈

い
た

だ

き
ま

し
た
 

世

紀

末

の

日

李

政

治

本

澤

.郎

(
デ

ー

タ

ハ
ウ

ス

一
、

在

Q

O

円

)

ラ

イ

ン

河

紀

行

吾

郷

慶

.

〔
岩

波

井

店

六

.

.○

円

)

起

叢

家

精

神

の

研

究

尺

谷

健

(
草

思

社

.
、

・へ
(
×

冒
円

一

朝

日
新

聞
社

か
ら

「世

界

瞳
ガ

ラ

ス

展

」

「
“

本

の

キ

ル

ト

一
.
(
、 入

展

」

「
飯

田

深

弔
-
・
倫

.r

展

」

「
ル

ネ

・

マ
グ

リ

ッ
ト

展

」

.

大

丸

ミ

ェ
ー

シ

ア

ム

か

ら

「
世

界

ガ

ラ

ス

展

」

の

招

侍

券

を

ご

忠

贈

い

た

だ

き

ま

し

た

,

お

礼

を

申

し

あ

げ

ま

す

。

珊
圃

.軽

矯
謹

礎

梶

社

り
P鍔

還

ム曽㍗

11

・

19

斯

聞

協

会

)

ヴ

ェ

ル

ナ

ー

・

ナ

・
ア

ハ

メ

ド

・
フ

セ

イ

ニ

【
ヨ

ル

ダ

ン

V

エ

ッ

ゲ

ル

ト

〔
ド

イ

ツ

)

テ

イ

ヤ

・
リ

ア

ブ

ド

ル

・

ム

フ

セ

ン

・

ア

ル

・

ジ

ュ

ア

ー

/

タ

.

ス

テ

で

、不

ン

(
フ

ノ
.
ン

ラ

ン

ム

(
ク

エ

ー

ト

 

ハ

ナ

デ

f

・
サ

ル

マ

ド

 

ヤ

ナ

チ

、一
ノ
ク

・

ヴ

ァ

シ

ャ

レ

フ

ン

(
レ

バ

/

ン

)

イ

プ

ラ

ヒ

ム

・
ア

ブ

ス

キ

(
ホ

ー

ラ

ン

ト

一

ド

ゥ

ラ

ー

・
ア

ル

・

ア

マ

リ

ー

(
オ

マ

ー

第

十

四

回

中

近

東

記

者

フ

ェ

ロ

ー

シ

ッ
プ

ン

)

ア

プ

ド

・

ル

ワ

ハ
ブ

・

ア

ル

・

フ

(
m

・
16

～

11

・
12

F

P

C

)

ジ

ハ、
ー

門'
イ

ツ

〔
サ

ウ

シ

ア

ラ

ビ

ア

)

マ

ハ

・

シ

ム

・

マ

ン

ス

・

ル

・

ハ

サ

ン

(
バ

ー

レ

ハ

吋

ダ

ー

ド

(
シ

リ

ア

)

●

囲

碁

の
会

e

卜
月

の
例
会

〔
、
ビ
「
旭

日
)
は
、
久

々
に

野
和
彰
、
・日
井
敏
之

、
滝
川

(以
卜
四
段

)

新
井

明
会

長
も
顔
を
み
せ

た
ほ

か
、

ロ
ン

の
皆
さ

ん
。

ド

ン
帰

リ

の
滝
川
勇
四
段

〔時
肛

}
が
四
年

な

お
.
前
回
ま

で
の
成

績

に
よ
り
、
西

ふ
り

に
参

加
し
て
.
六
.
ご
や

か

に
開
か
れ

山
鼠

典

二
段
が
..擾

に
、

重
竹
茂
初
段

が

ま
し

た
。

参
加
総
数
二
卜
四
名

、
総
対
局

.
一段

に
昇
段
さ
れ
ま
し
た

.

数
は

四
+
九

局
で
し
た
、

次

回
は
ト

一
H
.
下

六

奨

」
V午
後

,

成
績

.優
秀
折

は
占
沢
正

也
ヒ
段

、
H
比

時

か
ら
ク
ラ
ブ
宴
会
場

で
行

い
ま
す
,

(14)
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森の なかの谷間の母

受

賞

後

は

じ

め

て

の

講

帖襖

で

大

江

健

=
.郎

さ

ん

は

「
ノ

ー

ベ

ル
賞

を

も

ら

っ

て

ス

イ

マ

セ

ン

」

と

、

林

家

.

.
一.平

を

ま

ね

て

会

場

を

笑

わ

せ

て

い

た

。

こ

の

、

.
圧

○

、
年

〔
明

治

一
.
一-,
四

年

〉

以

求

八

1
.
六

八

目

に

あ

た

る

ノ

ー

ベ

ル

賞

作

家

に

つ

い

て

、

丸

谷

才

一
さ

ん

が

「
彼

の

笑

顔

に

一托

H

静
=

ナ
」

レ
一
い

・つ
,評

(
㎜
を

 凋
霜
川
朝

口

に

寄

せ

て

い

る

、

六

江

さ

ん

の

破

顔
.「

両

、

い
レェ

の

日

本

の

男

の

ゐ
玉
か

で

珪
取
ー
》
兄

る

.へ
き
、

笑

顔

で

あ

る

そ

う

だ

そ

の

笑

顔

を

生

ん

だ

母

・
小

.翁

さ

ん

は

.

し

か

し

受

賞

の

夜

、

カ

メ

ラ

に

笑

い
を

兄

せ

な

か

っ

た

.

支

え

る

大

江

さ

ん

の

姉

妹

と

の

対

昭
…
が

き

わ

虚
.
つ

.

夜

の

旭

蒔
一を

回

り
て

自

宅

.

.
階

に

な

だ

れ

こ

ん

'.」
き

た

、一
.卜

人

を

こ

す

搬

道

陣

、

台

風

の

よ

う

な

騒

ぎ

ー・
睡
巷

き

こ

ま

れ

た

息

.r

を

案

じ

る

兀

卜

.

.
歳

の

母

親

の

表

情

で

し

か

な

い
。

こ

の

あ

と

小

.石

さ

ん

は

健

一.
一
郎

さ

ん

に

「
帰

っ

て

こ

な

く

て

い

い

.

あ

な

た

が

婦

ワ

て

斗で

(
に
・
り
、

士
小
(
仁

マ

ス

コ

こ
・
が

」
入
勢

潅
不
ザ
＼

た

瀬

(
生

家

の

地

名

)

の

水

が

無

く

な

う
て

し

圭

う

」

ヒ

伝

え

た

と

か

..

四

国

の

森

の

な

か

の

谷

間

に

「
大

江

紳

話

」

と

と

も

に

文

学

者

の

母

は

一..U
葉

す

く

な

く

健

在

で

あ

る

。

(
.丘

卜
山
風

泰

治

)

〔15)
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九

五
年

度

「
日
本

記

者

ク

ラ
ブ

賞
」
の

候
補

者

を

ご
推
薦

く
だ

さ

い

◇

取

材
、
報
道
、
評
論
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、

ジ

ャ

ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
顕

箸
な
業
績
を
あ
げ
、

ジ

ャ

ー
ナ

リ
ズ
ム
の
信
用
と
権

威
を
高
め
た
個

人

を
、

明
年

一
月
三
レ

 
日

(火

〕
ま

で
に
候
補
と
し

て

ご

推
薦

く
だ
さ

い
。

◇
h
選
考
基
準
」
は
左

記

の
通
り

で
す
。

ω

現
役

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
個
人
に
与
え
ら
れ

る
賞

で
あ

る
。

(現
役
と

い
う

意

味
は
現

に
活
動

し

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
、

故

人
は
対
象
と
し
な

い
〕

②

活
動

が
長
期

に
わ

た

る
と

い
う
意
味

で

の

”
敬

老
賞

”
で
も
な
く
、

日

の
当
た
ら
な

い
困
難

な

と

こ
ろ

で
活
動
し
て

い
る
と

い
う
意
味
で
の

,
風

雪

賞

〃
で
も
な

い
。

個

ス
ク
ー
プ
賞

で
は
な

く

、
特

に
最
近
数
年

間

の

業

績

が
顕
著
で
あ
る

こ
と

が
重
視
さ
れ
る
。

ω

そ

の
存
在
お
よ
び
業

績

が
、

ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム

の
活
性
化
と
成
熟
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

よ
う

な
個

人
を
顕
賞
す

る
。

◇

会
員

お
よ
び
プ

レ
ス
会

員
社

に
属
す
る
方

々
が
候

補
有

資
格
者

で
す
、

◇

推
薦
者

は
所
定

用
紙

に

記
入
し
、
推
薦

理
由

、

参

考

資
料
を
添
え
て
提

出

願

い
ま
す
。

◇
詳

細

に

つ
き
ま
し

て
は
、
事
務
局

へ
お
問

い
合

わ

せ
く

だ
さ

い
。

『
と

っ
て
お

き

の
話

(
三

ご

珠

玉

の
短

編

を

お
楽

し

み
く

だ

さ

い

創
立

.
一卜
五
周
年
を
記
念

し

て
発
行

し
た

『
ヒ

っ

て

お
き

の
話

(...ζ

は
お
手

許

に
届
き

ま
し
た
で

し

ょ
う

か
。
卜

.
11

.
H
の
記
念

パ
ー
テ

ィ
ー
に
出

席

で
き
な

か

っ
た
会
員

の
皆
さ

ん

に
は
郵

送

い
た
し

ま

し

た
。
落

r
、
乱
「
な
ど

が
あ

り
ま
し

た
ら
お
取

り

替

え

い
た
し
ま
す

の
で
、
事
務

局

へ
ご
連
絡
願

い
ま

す

。ま
た
、

五
年
前

に
作
成
し

た

『.と

っ
て
お
き

の

話

〔
二
ご

に
若

干

の
余
部
が
あ

り
ま
す
。

ご
希
望

の
方

に
差
し
あ

げ
ま
す

の
で
お
申

し
出
く
だ
さ

い
。

(
法
人
会
員
代
表
変

更
〉

日

刊

ス
ポ

ー

ツ
新
聞
社

(新
)
長
倉

孝

編
集

局

長

(旧
)
加
藤

哲

山

陽
新

聞
社

(新

)
佐

々
木
勝
美

代

表

取
締
役
社
長

(
旧
)

松
岡
良
明

会

員
現
況

法
人
会
員

一
四
八
社

慕
本
会
員

八

.

二
人

個

人
会
員

.
、
ヒ

六
Q
人

法
八

・
個

人

賛
助

会

員

ヒ

○
社

一
.二
二
入

特

別
賛
助
会
員

乱

八
入

名

陛言
A
ズ
]貝

一
=
.人

計

一
一
一
「八
射竹

一
]、

八

hハ
π
人

卦
報

会

田
晴
宣
会
員

〔
エ
ヌ

ヒ
ー
通
信
社

)
が
十
月

二

十

二
日
腎

不
金

の
た
め
、
宮
嶋

勲
会
員

(毎

日
新

聞
)

が

十

一
月

四

日
肝
臓

ガ
ン
の
た

め
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

謹

ん

で
ご
冥
福

を

お
祈

り
し
ま
す
。

十

一

月

の

行

事

(5
11
現
在
〕

17
日

(木

)
午
後
2
時

ー
4
時

「
T
B
S
放
送

セ

ン
タ
ー
」
見
学
会

18
日

(金
)
午
後

3
時
30
分

i

4
時
30
分

フ
レ
イ

チ
リ
大
統
領
記
者

会
見

21
日

(月
)
午
後

2
時

～
3
時

30
分

研
究
会

「価

格
破
壊
」
鋤

高

橋
伸
彰
日
本
開
発
銀

行
主
任
研
究

員

22
日

(火
)
午
後

3
時

～
4
時

30
分

隅
谷

三
喜

男

成
田
空
港
円
卓

会

議
調
停
役
記
者
会
見

28
日

(月
)
正
午

ー
午
後

2
時

デ
ィ
ー
ク

マ
ン

ド
イ
ツ
大
使
昼

食
会

(行
事

案
内

電
話

O
..「ー

三
丘

○
.∴
ー
ゴ
.七
六
四
}

会
報
委

員
長
11
深
川

誠

委

員
ー
松
井

章

村
上
紀
.†

栗

田

格

川
嶋

明

事

務
局

連
絡
-
長
谷
川

河

野

(電

話

〇
三
-

三
五

〇
三
1

.

.七
二

二
)

(F
A
X

O
三
-

三
五

〇
三
1
じ
二
七

一
)
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